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農
業
へ
の
想
い
語
り
合
う

笑
っ
て
、
楽
し
く
農
業
を

ふるさとを想い、農業をつなぐ

村農業再開への取り組み
　昨年、国が避難指示解除時期の目途を示したことや、来年度には役場機能の大半が本庁へ戻ること
など、帰村に向けた動きが加速しています。村の基幹産業であった農業復興への村民の皆さんの想い
と、村農業再開へ向けた村の取組みをお知らせします。

農業
復興

　

意
見
交
換
会
で
は
、
川
内
村
で
農
業

に
取
り
組
む
株
式
会
社
緑み

ど
り里

代
表
取
締

役
・
河
原
修
一
さ
ん
の
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
河
原
さ
ん
は
震
災
後
に
農

業
を
始
め
、
農
業
生
産
法
人
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。「
震
災
直
後
、
除
染
作
業

に
従
事
し
て
い
た
。
除
染
後
の
土
地
・

自
分
の
ふ
る
さ
と
が
荒
廃
し
て
い
く
の

が
悔
し
か
っ
た
。
自
分
の
家
の
周
り
だ

け
で
も
明
る
く
し
た
い
と
思
い
農
業
を

始
め
た
」
と
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
交

え
て
話
し
ま
し
た
。

　

河
原
さ
ん
は
自
分
自
身
の
こ
と
を

「
百
笑
う
」
と
書
い
て
「
百

ひ
ゃ
く
し
ょ
う
笑
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
。
下
を
向
か
ず
に
進
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
国
や
県
な
ど
周
り
に
頼
り
な

が
ら
、
飯
舘
村
で
も
笑
っ
て
楽
し
く
農

業
が
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
、
飯
舘
村
農
業
委
員

会
（
菅
野
宗
夫
会
長
）
が
伊
達
市

で
「
農
業
者
等
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
。
避
難
先
か
ら
集
ま
っ
た

村
民
が
農
業
に
つ
い
て
意
見
や
考

え
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、
会
長
が
主
催
者
を

代
表
し
「
避
難
先
か
ら
集
ま
っ
て

農
業
の
話
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
。

避
難
指
示
解
除
後
の
農
業
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
菅
野
村
長
か
ら
は

「
農
業
者
へ
の
支
援
を
村
と
し
て

全
力
で
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
激

励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
で
は
意
見
交
換
会
に
先
立
ち
、

村
よ
り
現
在
検
討
を
行
っ
て
い
る

営
農
再
開
検
討
会
議
の
経
過
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
地

で
の
農
業
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

る
川
内
村
よ
り
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
川
内
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
除
染
後
の
農
地
管

理
や
米
の
全
量
全
袋
検
査
に
つ
い
て

の
質
問
等
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲�講演会では、川内村で農業を再開するにあたって
経過などが話されました

▲�参加者らが村農業復興への想いを話し合いました

▲�２月10日に開かれた会議のようす

互いに手を取り、農業の再生へ

佐 藤  一 郎さん（大倉）

　ふるさと・飯舘村を想う気持ちが人を動かしている。
将来、村で農業をする次世代のためにつなげていきたい。
そのために、少しでも農地を残していきたい。

佐 藤 　博さん（二枚橋・須萱）

　農業にかける熱い想いをもった村民と、村外からの支
援の力を合わせていきたい。村外からの就農希望者を募
ることも必要になっていくと思う。

営農再開に向けてのビジョン策定！　検討会議が開催されています。

　営農再開検討会議では農業再開に向けて
①営農再開に向けてのビジョン等の策定
②営農再開に向けての実施事業等検討
③村内での営農再開希望者へのニーズ等の把握
④農業分野における放射能対策の知見周知　等の
検討を行っています。傍聴自由ですので、ぜひご
参加ください。
　次回の開催日時につきましては、決まり次第、
広報紙等でお知らせします。

営農再開を検討している方は、村農政係までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　☎０２４４－４２－１６２１

村内での営農再開のご相談は農政係まで

　村では、村内での営農再開を希望する意
欲ある農家を支援します。
営農再開に向けてパイプハウスや農機具等
が必要な場合は、平成28年６月末までに、
見積書、設計図、カタログ等をご準備（お
近くのＪＡ等にお問合せください）の上で、
村農政係までご相談ください。
　なお、ご相談時に個々の経営計画等も聞
き取りさせていただきますので、あらかじ
めご来庁の日時等をお電話にてご連絡くだ
さい。

村内での野菜等の栽培について（注意）

　現在、村内での「出荷や食用を前提とした野菜
等の栽培」は制限されています。（無許可で栽培
した食用作物については、全量廃棄となります。）
平成28年度に除染後農地で食用作物の栽培を計
画されている方は、平成28年３月18日までに村
農政係までお申し出ください。村、県で作物の管
理や放射能検査等について調整の上、栽培の可否
をご連絡いたします。
　なお、村では平成28年度に主要野菜の制限解除
に向けての試験栽培を全村的に実施します。村が
実施する野菜試験栽培の管理の請負いを希望する
方は、区長と調整の上、農政係までご連絡ください。

それぞれが知恵をしぼり、農業に向き合っている皆さんが、農業について自分の想いの丈を、真剣に時
に笑いを交えながら意見の交換を行いました。「ふるさとを大切に想う」という気持ちが会場を包みました。

農業生産法人　
株式会社　緑

み ど り
里

　 代表取締役
　 河 原  修 一さん

川内村から学ぶ！

 農業再開 「百
ひゃくしょう

笑 のススメ」！


